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 7 月 15～16 日、待ちに待った 3年ぶりの一泊旅行（男性）へ行くことができました！ 

出発時には、あらぐさのイベント史上最悪の天候といわれるほどの土砂降りからのスタートでした

が、現地では観光スポットへ到着すると、なんと毎回雨がやむという奇跡。 

それぞれの場所で、予定どおりに楽しむことができました。 

 今回はあえて立ち寄り箇所を減らし、一般の観光客との接点も最小限に抑えられたかと思います。

事故やケガなどのトラブルもなく、なにより感染者を一人も出すことなく無事に帰ってこれたことが

すべてだと思っています。 

 コロナの猛威はまだ衰えることを知りませんが、これを機にもっともっとたくさんの楽しみを仲間

たちと共有していきたいです。 

 つぎは女性の番です！みなさんの心に残るすばらしい旅にしましょう！（樋川） 
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私達の望む社会へ 

 

コロナの第 7 波は落ち着いてきたように見えますが、皆様はいかがお過ごしですか？ 

「あらぐさ」では、第 1 クローバーハウスの利用者 7名中 6名が感染しました。通院が難しいこ

と、症状が軽いこと等から通院せずホームに隔離して数名の職員で支援しました。既に全員復帰し

て元気に生活しています。今回の事例を参考に感染者が出た場合の支援を再度見直しています。国

は経済活動活性化の方向に舵を切り、感染対策は個人任せになっています。安全と経済を両立させ

る仕組みを国としてきちんと作ってほしいですね。 

そして「あらぐさ一泊旅行」ですが、男性旅行後に感染者数が増加したため女性は延期しました。

10 月 28 日・29 日を予定しています。行けることを願っています。 

 さて、前回お知らせした障害者権利条約の対日審査が、ジュネーブの国連本部で 8 月 22 日・23

に日行われました。審査中の権利委員の真摯さと、日本政府の無理解・不誠実さの姿勢の違いが際

立ったそうです。権利委員会の総合所見（9 月 9 日）は、その姿勢を反映した内容となりました。

例えば、障害に基づく侮蔑的表現の廃止、②津久井やまゆり園事件の検証、③一般の女 

性施策に障害の観点を盛り込むこと、④障害施策にジェンダーの視点を盛り込むこと、 

④精神障害のある人の強制入院制度や強制治療の廃止、⑤障害年金の額を見直すことなど。 

 一方で、委員会は、入所施設・福祉的就労の場・特別支援学校のように障害者が分離された状態

にあるのは、「インクルーシブ（包括的）の観点と相いれない」という否定的見解を明らかにしま

した。しかし入所施設・特別支援学校・福祉的就労の場の廃止は、それぞれの場での特別な支援体

制がなければ「生きる場」を失うことになりかねません。社会の構造的変革や意識の改革が求めら

れます。全体で取り組まねばならない大きな課題です。 

参議院選挙は、安倍元首相の銃殺という混乱した状況の中で行われました。ロシアの侵攻や北朝

鮮の脅威等もあって、改憲派が過半数を占めました。殺傷事件をきっかけに統一協会の問題もあぶ

り出され政界は混沌としています。そんな中でも岸田総理は憲法改定を明言しました。それは戦争

への一歩です。多くの人が、政治の問題だけではなく、自分たちが生きることに関わる大きな問題

として捉えていかなければならないことと思っています。      （荒川） 
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9 月 28 日（水）に花の丘公園でお楽しみ会をしました。 

少人数ですが、秋の気持ちのいい風を感じ花々を見ながら園内をゆっくり散歩しました。歩いた後はベ

ンチで休憩し、あらぐさの美味しいシフォンケーキを堪能しました。 

普段は内職作業や回収作業で忙しく働いている仲間たちにとって、楽しい時間になったなら嬉しいで

す。                                                      （村越） 

シフォンケーキ 

最高！ 

気持ちいいね～ 
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今回はあらぐさとこぱん、それぞれの場所で活躍をしているこの 2人の紹介をします‼ 

～クローズアップ～ 

 
【照れ屋なこぱん☆あらぐさの 

岡島健太さん】 

☆お家では… 

帰宅すると、荷物を片付けて犬の散歩をして、

お風呂をして、と疲れていても必ずやってい

るので感心しています。 

ただ一度座ってしまうとゲームをしたり、テ

レビやユーチューブをずっと見ているので、

何か動ける趣味でも見つけられたらいいなと

思っています。         （母） 

☆こぱんでは… 

岡島さんはおしゃべりが大好きです。ユーモ

アたっぷりのトークで常に周囲の皆を笑わせ

てくれます。そんな岡島さんですが、ひとたび

作業に入ると目つきが変わり、仕事モードに

早変わり。パン製造、イベント販売、店舗での

接客、どれも意欲的に取り組むので安心して

仕事を任せられます。 

また、常に技術の向上を考え「まだ作ったこと

のないパンを作ってみたい」を目標に日々頑

張っています。そんな岡島さんならきっと多

くのパンを作れるようになるでしょうね。応

援してますよ！       （高橋規代美） 

【お菓子のことなら任せろ！ 

菓子班の島田亜美さん】 

☆お家では… 

昨年から第 3ホームに入所が出来、新たな生活が始

まりました。入所前から貧血があり 10 月頃にホー

ムの近くの病院に通うことになり、貧血が酷いと週

に 3 回の注射を打ちに行くようになりました。本人

は「大丈夫」と言ってくれました。それが続きまし

たが他に原因があり、もう一ヶ所の病院にも通うこ

とになり、体調が悪くあらぐさを休むこともしばし

ばありましたが指導員・仲間の皆さんに励ましの声

をもらい本人も頑張ってあらぐさとホームを楽し

んで生活しています。ありがとうございます。（母） 

☆あらぐさでは… 

クッキー・ケーキの両方をマスターするスペシャリ

ストです！作業姿勢は真面目で責任感が強く、菓子

班の職員は亜美さんをとても頼りにしています。 

休憩中はよくイケメンの写真集を見て過ごし、職員

と一緒に推し活しています(笑)亜美さんの気持ち

の良い返事に助けられる職員は多いはず…益々の

活躍を期待しています！       （酒井）           
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一日目のお昼。 

桃狩りの後でも

もりもり！ 

 一泊旅行の最初は桃狩り！ 

しかも食べ放題だって⁉ 

ハーブ園で花に 

囲まれる雑草の 

男たち… 
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ビンゴ！ 思わず笑顔で 

ハイタッチ！ 

猿回し待ちのみんな。 

時間までそわそわ… 

コロナ禍のため、ホテルの食事は 

こんな感じ。これはこれで楽しいかも！ 
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つながり合い学びあう「埼玉暮らしの場を考える」会 

 仲間が生涯安心して充実した生活を送って欲しい、家族の切実な思いですが、現状は厳しくグループホー

ムの数は足りず、支えてくれる職員も不足しています。でも一事業所の力での解決はとても難しいです。 

 そこで、他事業所の方々と一緒に福祉情勢や制度・各事業所の取り組みなど、交流を交わしながら話し合

い、さらに県と懇談し私たちの思いを伝える、それが「埼玉暮らしの場を考える」会です。 

 あらぐさだけにとどまっていては何も分からず、言われるままに動かざるを得ない、そんな事がないよう

一緒に勉強し、視野を広げ、それを持ち帰ってみんなで話し合い学びあう事が大事だと思い参加しています。 

 

８月 25 日は日高市にある「かわせみ」の施設⾧萩原政行氏のお話で、「かわせみ」での GH の取り組み

と今後の課題を聞きました。「かわせみ」は 19 の GH があり 76 人が利用しています。現在障害の重度化、

高齢化、多様化、医療的ケアの増加で支援体制が難しくなってきています。ホーム職員は 96 人、そのうち

正規が 14 人、パートが 85％（60 歳以上が 75％）、なのでパート頼りになり支援の方向性の合意が取りにく

い、シフトを組むのも大変、重度の仲間には職員体制と専門性が求められる、などホームが安心して暮らせ

る場になっているのか課題が沢山あります。でも権利としての「暮らしの場」はとても大事です。仲間・職

員・家族みんなで話し合い確かめ合い、誰もが安心して暮らせる生活の場を築いていきましょう。 

 という内容でした。 

感想 

・私が最も深刻だと思ったことは、GH を運営しながら「コロナ禍で矛盾が噴き出た」ということでした。 

そしてあらぐさの GH も日々ご苦労が多いことだろうと思いました。大切だと思ったことは、法人任せと

職員の善意だけでは GH の問題は解決しないという提起でした。これを受け止めて、みんなで学び話し合

って「仲間たちが地域で安心して暮らせる生活の場」としての GH が末⾧く続くために、力を合わせて頑張

っていきたいと思いました。（i） 

・重度の仲間の大変さと軽度だけれども社会的な問題を繰り返す仲間など色々な子がいて、とても大変な

日々を送っているが、それを「いやー、あの時は面白かったね」「あれには笑うしかなかったよね」とか深

刻さを見せず笑って話す姿に萩原さんの心の大きさに感銘をうけました。（k） 

 

２０２２年度賛助会員 

会費納入ありがとうございました。（２０２２年 6 月２４日～8 月２０日） 

武居邦子 平田とよ子 亀井陽子 北村淳子 吉池美智子 畦上恭彦 依田美江 宮永政子 

                                      （敬称略、順不同） 
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第 2 クローバーハウス通信 
 

第 2クローバーハウスの仲間は、一人一人 

個性的な仲間 7人で泣いたり笑ったり、時 

には怒ったりと元気に生活しています。あ 

らぐさ送迎車を利用して通所している仲間 

は 3名。ぐるっとくんを利用してあらぐさ 

とこぱんに通所している仲間は 2名。自転 

車でこぱんに通所している仲間が 1名。 

 1 名がかしの木園送迎バスを利用して、か 

しの木園に通所していましたが 10月より 

かしの木園からあらぐさに通所することに 

なりました。10/3 にあらぐさにて歓迎会を 

行ないました。あらぐさの新しい仲間とし 

てリサイクル班でがんばっています！ 

 

 

たまにみんなが驚くような大きな声を出し 

ますが、ポッキーと音楽が大好きでニコッと 

笑った顔は、思わずこちらも笑顔になってしま 

うほどキュートです。これから一緒に働く仲間 

としてよろしくお願いします。 

 
仲間が健康で楽しく、そして安全に過ごせる

ように 職員一同がんばります。  

第 2 クローバーハウスをよろしくお願いし

ます。               （柳） 

【編集後記】 

 新型コロナウイルスの流行により女性の一泊旅行が延期されました。今後行けるのかど

うか心配された方も多かったかと思います。しかし、見通しが立ち無事に行く事ができそ

うです！規制はありますが、久しぶりの一泊旅行を存分に楽しみましょうね(^^♪ 

ここ何年かは、夏の暑さが引いて秋かと思えばいきなり冬のような寒さでびっくりしま

すね。季節の変わり目ですが、体調を崩さないようにお気をつけてお過ごしください。 

（樋口） 


